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【 は じ め に 】第 ３ 期 特 定 健 診 が こ の ４ 月 か ら ス タ ー ト し 、

脂 質 異 常 の 判 定 項 目 の 中 に 従 来 か ら の L DL - C に 加 え て 、

non H DL - C が 採 用 さ れ る よ う に な っ た 。  

今 回 、 我 々 は L D L - C お よ び n on H DL - C の 異 常 高 値 を 抽

出 し た 中 で 、 両 者 の 乖 離 し た デ ー タ に つ い て 解 析 を 行 い

か つ 、 動 脈 硬 化 関 連 項 目 の 追 加 測 定 を す る こ と で 、 動 脈

硬 化 に 対 す る L D L - C と n o n H DL -C の 有 用 性 の 検 討 を 行

っ た 。  

【 対 象 】 2 0 1 7 年 9 月 ～ 2 01 8 年 5 月 に 受 診 さ れ た 高 血 圧

お よ び 高 血 糖 、 高 脂 質 に 対 す る 服 薬 歴 の な い 男 性 約

26 00 0 名 を 対 象 と し た 。  

【 方 法 】 ま ず 、 n o n H DL -C、 L DL -C に つ い て 、 2 項 目 と

も に 正 常 ま た は 異 常 高 値 、 ど ち ら か が 異 常 高 値 の 4 グ ル

ー プ に 分 類 し た 。 各 グ ル ー プ に つ い て 、 生 活 習 慣 病 に 関

わ る 因 子 と し て 、 脂 質 （ 中 性 脂 肪 な ど ） お よ び 関 連 項 目

（ 血 糖 お よ び 尿 酸 、肝 機 能 ）、腹 囲 、B M I、血 圧 の 異 常 率

を 調 査 し た 。 さ ら に 、 脂 質 関 連 物 質 で あ る レ ム ナ ン ト 様

リ ポ 蛋 白 コ レ ス テ ロ ー ル（ 以 下 R L P -C）お よ び リ ポ 蛋 白

( a ) (以 下 L p ( a ) )を 追 加 検 査 し た 。  

【 結 果 】  

 

 

 

 

B 群 で は 、 中 性 脂 肪 が 9 6 . 7 %の 割 合 で 異 常 高 値 を 示 し 、

生 活 習 慣 病 に 関 わ る 因 子 で も 他 の 群 に 比 べ て 、高 い 割 合

で の 異 常 率 が 認 め ら れ た 。追 加 検 査 で も 、R L P - C が 同 様

に 高 い 異 常 率 が 認 め ら れ た 。 C 群 に お い て は 、 際 立 っ た

異 常 率 は 認 め ら れ な か っ た も の の 、 L p ( a )は 最 も 高 い 異

常 率 で あ っ た 。  

【 ま と め 】 C 群 は 脂 質 検 査 以 外 の 項 目 で は 、 A 群 と 顕 著

な 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 B 群 に つ い て は 、 中 性 脂 肪 や

R L P -C の 異 常 率 が 高 く 、生 活 習 慣 病 に 関 わ る 因 子 で も 高

か っ た こ と か ら も 、non H DL - C に よ る 脂 質 異 常 判 定 の 方

が 従 来 の L DL -C に よ る 判 定 よ り も よ り 有 用 性 が 高 い の

で は な い か と 考 え ら れ た 。  【 連 絡 先 0 72-426-3616】  

男 性 (26 3 36 名 )対 象   

〈 薬 剤 未 服 用 〉  

L D L（ 1 3 9m g / d l）  

正 常  異 常  

non H DL  

（ 1 69 m g /d l） 

正 常  70 . 7 %  A  6 .4 %  C  

異 常  3 .2 %  B  19 . 7 %  D  
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